
あけましておめでとうございます。穏や

かな新年をお迎えでしょうか。

ここ数年、毎年大き

な災害が起きています。

今年は、今年こそは、

安らかな年であります

ようにと願うばかりで

す。

皆様どうぞお健やかに。手を合わせて

日々感謝。 訶梨帝母

最近のテレビは綺麗に映り過ぎではない

かと思うことがしばしばある。コロナ禍が

拍車を掛けてくれたおかげで、絶景の観光

地、各地の風物詩を堪能することもテレビ

で事足り、満足してしまうという声も聞く。

実物よりも綺麗

という声も。か

くいう私も、神

社佛閣を特集し

た番組は見惚れてしまう。だって、普段立

ち入ることができない所へ入ってくれるか

ら。 やっさん

友人からの頂き物。闘

鶏神社(和歌山県田辺市)

の名前の由来は、源氏と

平氏の双方から援軍を要

請された熊野別当湛増が、
たんぞう

神意を確認すべく、本殿

の前で紅白７羽の鶏を闘わせた故事による

もの。勝負の神様、有り難う。迷走ボー

エアコン、石油ファンヒーターではなく、

レトロなアラジン製石油ストーブを仕事場

で使っています。石油ストーブの匂い好き。

芯切りなどメンテナスも好き。今ストーブ

にのっかっている黒い扇風機のようなもの。

最近アマゾンで購入しまし

た。ストーブが点火され天

板が熱くなると自動的に羽

が回り始め、暖かい空気を

横方向に拡散してくれま

す。電源は使用していませ

んし、音もしません。

俊徳丸

11月に大叔父

が住職をして

いるお寺の落

慶式(本堂の

建て替えのお

披露目)に参加してまいりました。

村の方々が皆さん参加されての式で、大

変にぎやかで楽しいものでした。大叔父は

村を流れる川の掃除も嫌な顔せず参加して

いて、それで村の人もお寺の建て替えを一

致協力して進めてくださったと聞きました。

過疎化の進む村ですが、それでも皆で守っ

ていこうというところに心打たれました。

征阿

『友引町内会通信』をスマホでお読みいた

だ く に は 、 http://www.daigoji-temple.jp/

「友引町内会通信」をクリック。寺務局

No.263 2022.01.01 発行



盛
岡
弾
丸
ツ
ア
ー

昨
年
末
、
気
ま
ぐ
れ
で
「

往
復
航
空
券
＋
宿

泊
付
き
格
安
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
に
申
し
込
ん

で
し
ま
い
決
行
致
し
ま
し
た
。
行
先
は
出
発
日
の

一
週
間
前
に
岩
手
花
巻
空
港
、
宿
泊
先
は
盛
岡
駅

前
ビ
ジ
ネ
ス

と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
寒
い
な
ぁ
、

H

青
森
よ
り
い
い
か
、
で
き
た
ら
高
知
龍
馬
空
港
が

よ
か
っ
た
な
、
な
ど
と
思
い
な
が
ら
。

当
日
、
午
後
便
。
花
巻
に
到
着
す
る
と
霙
ま
じ

り
の
曇
天
で
既
に
薄
暗
し
。
日
没
も
名
古
屋
よ
り

早
い
感
じ(

結
構
東
で
す
か
ら)

。
レ
ン
タ
カ
ー
に

乗
り
込
み
、
そ
こ
か
ら
平
泉
に
走
っ
た
場
合(

約

一
時
間)

金
色
堂
に
た
ど
り
着
く
前
に
闇
に
包
ま

れ
路
頭
に
迷
う
な
・
・
・
と
断
念
。
北
上
し
、
盛

岡
至
近
の
「
小
岩
井
農
場
」
へ
。
雪
が
降
り
始
め

ま
す
ま
す
暗
く
な
り
、
「
ま
き
ば
で
楽
し
む
ワ
ク

ワ
ク
体
験
♪
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
牛
も
馬
も
舎

に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
一
頭
も
い
な
い
、
と
い
う
か

暗
く
て
見
え
な
い
。
幸
い
、
四
時
か
ら
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
息

子
は
お
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
「
牧
場
の
ソ
フ
ト

 ク
リ
ー
ム
」
を
食
し
、
お
客
少
な
め
の
イ
ル
ミ
を

駆
け
足
で
鑑
賞
し
て
、
さ
っ
さ
と
盛
岡
駅
の
宿
へ
。

さ
あ
、
夕
食
。
吹
雪
の
中
を
ザ
ク
ザ
ク
と
歩
き

駅
ビ
ル
の
「
わ
ん
こ
そ

ば
」
へ
。

息
子
（
八
歳
）
が
四
十

五
杯
平
ら
げ
る
様
子
を
眺

め
な
が
ら
お
猪
口
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
雪
は
止
み
晴
天
。
よ
う
や
く

明
る
い
盛
岡
の

空
を
見
上
げ
て

安
堵
。

盛
岡
駅
ビ
ル

の
展
望
フ
ロ
ア

へ
上
が
っ
て
360

度
を
堪
能
。

南
部
盛
岡
は
日
の
本
一
の
美
し
い
国
に
ご
ざ
り
や

ん
す
。
西
に
岩
手
山
、
南
に
は
早
池
峰
山
。
城
下

を
流
れ
る
中
津
川
は
桜
の
馬
場
の
下
で
北
上
川
に

合
わ
さ
っ
て
、
ま
さ
に
、
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
よ

う
な
美
し
き
国
で
ご
ざ
り
や
ん
す
。

（
『
壬
生
義
士
伝
』
浅
田
次
郎
）

映
画
版
で
は
中
井
貴
一
、

ド
ラ
マ
で
は
渡
辺

TV

謙
が
、
主
人
公
の
盛
岡
出
身
吉
村
貫
一
郎
を
演
じ
、

訥
々
と
繰
り
返
し
語
る
お
国
自
慢
の
セ
リ
フ
。
そ

の
通
り
の
景
色
を
満
喫
で
き
、
よ
う
や
く
岩
手
県

を
噛
み
締
め
・
・
・
も
、
つ
か
の
間
。
十
二
時
過

ぎ
の
便
な
の
で
、
急
ぎ
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗
り
込
み
、

宮
沢
賢
治
も
石
川
啄
木
も
素
通
り
で
、
途
中
の

「
道
の
駅
」
で
米
と
酒
を
買
い
、
花
巻
空
港
へ
。

な
ん
と
、
午
後
三
時
に
は
自
宅
に
戻
っ
て
お
り
ま

し
た
。

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
無
謀
な
旅
行
だ
っ
た
と
い

う
事
は
。
せ
っ
か
く
空
を
飛
ん
で
行
っ
た
の
に
、

盛
岡
藩
史
跡
、
啄
木
、
賢
治
記
念
館
、
遠
野
で
妖

怪
に
も
会
え
ず
、
平
泉
に
も
行
け
ず
、
温
泉
に
も

入
れ
ず
…
と
云
う
事
を
の
ち
に
思
い
出
し
て
楽
し

む
為
に
出
か
け
た
旅
行
だ
っ
た
と
納
得
し
て
お
り

ま
す
。
息
子
は
、
わ
ん
こ
そ
ば

体
験
と
「
往
き
は
緑
の

、
帰

り
は
金
色
の

だ
っ
た
ね
！
」

と
喜
ん
で
い
る
の
で
、
ま
あ
、

よ
し
と
し
ま
す
。

※

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

訶
梨
帝
母
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仮に「納采の儀」で、小室氏はど

うしたであろうか？

 

 

 



『
私
説
法
然
伝
』(

８
３)

法
然
が
く
る
⑩

先
月
号
で
は
法
然
が
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
九

条
兼
実
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
そ
の

続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
建

久

三
年
（
一
一
九
二
年
）
後
白
河
帝
崩
御

け
ん
き
ゆ
う

さ
れ
る
。
白
河
帝
を
祖
父
に
持
ち
、
鳥
羽
帝
を
父

に
持
ち
、
三
代
に
渡
っ
て
絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
た

ま
さ
に
「
治
天
の
君
」
で
あ
っ
た
。
院
政
と
い
う

も
の
の
実
質
的
に
最
後
の
時
代
で
も
あ
り
、
平
家

と
源
氏
と
い
う
武
家
の
時
代
の
は
じ
ま
り
で
も
あ

り
、
そ
ん
な
時
代
の
変
化
の
中
で
「
日
の
本
一
の

大
天
狗
」
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
老
獪
さ
と
絶
大

な
政
治
力
を
誇
っ
た
稀
代
の
存
在
で
あ
っ
た
。

兼
実
の
日
記
『

玉

葉
』
に
は
か
つ
て
信
西
入

ぎ
よ
く
よ
う

道
が
後
白
河
帝
を
評
し
た
言
葉
の
記
録
が
あ
る
。

後
白
河
帝
は
中
国
や
日
本
に
お
い
て
比
類
な
き

「
暗
主
」
＝
暗
君
だ
が
、
一
度
や
る
と
決
め
た
事

あ
ん
し
ゆ

は
必
ず
や
る
実
行
力
と
一
度
聞
い
た
事
は
忘
れ
な

い
記
憶
力
は
実
に
凄
い
と
あ
る
。
か
な
り
の
毒
舌

だ
が
、
よ
ほ
ど
強
烈
な
個
性
の
持
ち
主
で
あ
っ
た

と
わ
か
る
。
ま
た
兼
実
は
鳥
羽
帝
と
後
白
河
帝
を

比
べ
て
鳥
羽
帝
の
失
敗
は
美
福
門
院
得
子
に
す
べ

び

ふ
く
も
ん
い
ん
な
り

こ

て
を
与
え
た
（
八
条
院
領
）
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
比
べ
て
後
白
河
帝
は
そ
う
い
う
失
敗
を
し
な
い

人
だ
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
佛
門
へ
の
帰
依
の
姿

を
褒
め
称
え
、
人
柄
は
慈
愛
に
満
ち
溢
れ
て
い
る

と
絶
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
延
喜
の
時
代
の
良
き

え
ん

ぎ

政
治
が
失
わ
れ
た
の
は
残
念
だ
と
書
い
て
い
る
。

つ
ま
り
政
治
的
に
は
酷
評
な
の
で
あ
る
。

頼
朝
に
は
「
日
の
本
一
の
大
天
狗
」
と
い
う
歴

史
に
残
る
評
価
を
残
さ
れ
て
い
る
が
、
頼
朝
と
後

白
河
帝
と
の
会
談
の
結
果
、
一
応
の
平
和
が
今
後

三
十
年
続
く
こ
と
に
な
る
。
頼
朝
は
対
武
家
に
お

い
て
妥
協
は
一
切
無
か
っ
た
が
、「
中
央
」
＝
後
白

河
帝
に
対
し
て
は
文
句
を
言
い
な
が
ら
も
そ
の
秩

序
そ
の
も
の
へ
の
挑
戦
は
し
な
か
っ
た
。
頼
朝
に

と
っ
て
の
「
鎌
倉
幕
府
」
と
は
東
国
に
お
け
る

「
王
権
」
と
し
て
も
良
か
っ
た
が
、
後
白
河
帝
と

の
会
談
の
結
果
生
ま
れ
た
建
久
の
平
和
体
制
と
は
、

歴
然
と
し
た
日
本
型
「
秩
序
」
で
あ
っ
た
。
だ
が

そ
れ
は
こ
の
時
点
で
頼
朝
が
本
来
的
に
目
指
し
た

も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
頼
朝
は
頼
朝
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
腹
の
中
に
隠
し
玉
を
持
っ
て
い
た
。
そ

し
て
そ
の
隠
し
球
が
後
々
の
兼
実
の
政
治
生
命
に

響
く
こ
と
に
な
る
。

建
久
三
年
三
月
の
後
白
河
帝
の
崩
御
以
降
の
政

治
は
極
め
て
円
滑
に
進
む
事
に
な
る
。
兼
実
主
導

の
朝
廷
の
政
治
は
反
対
派
を
生
み
出
し
て
も
後
白

河
帝
と
い
う
圧
倒
的
な
存
在
を
失
う
事
で
し
ば
ら

く
は
平
穏
と
な
る
。
そ
し
て
兼
実
の
弟
で
あ
る
慈

円
が
天
台
座
主
と
な
り
、
政
教
の
安
定
化
が
進
む
。

こ
れ
は
実
に
京
の
都
に
と
っ
て
は
重
要
な
事
で
あ

っ
た
。
政
治
と
宗
教
が
密
接
に
関
係
す
る
時
代
に

お
い
て
政
治
の
安
定
と
宗
教
の
安
定
は
社
会
の
平

穏
の
為
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
象
徴
と
な
る

出
来
事
が
戦
乱
で
焼
け
落
ち
た
興
福
寺
と
東
大
寺

の
再
建
で
あ
る
。
南
都
は
藤
原
家
の
本
拠
地
の
一

つ
で
も
あ
り
、
宗
教
の
本
拠
地
で
も
あ
る
。
そ
し

て
法
然
上
人
も
ま
た
、
そ
れ
ら
と
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
】

後
白
河
帝
の
時
代
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
「
鎌
倉

時
代
」
と
な
り
ま
す
。「
鎌
倉
幕
府
」
は
一
一
九
二

年
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
今
の
教
科
書

に
あ
る
そ
う
で
す
が
、
事
実
を
見
れ
ば
後
白
河
帝

崩
御
こ
そ
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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「コロナ前には、高野山や熊野古道に大勢

の外国人が来ていた」と聞きました。

推測ですが、聖地巡礼経験者のヨーロッパ

人なら、日本でも宗教体験をしてみたいと、

高野山の宿坊に泊まり、精進料理を食べてみ

て、と思ったとしても不思議ではありません。

それと、世界遺産に２番目に登録された巡

礼道が熊野古道なのです。

ヨーロッパで世界遺産の多い国は、イタリ

ア(58)、ドイツ(51)、スペイン(49)、フラン

ス(49)の順です（日本は 25）。キリスト教の

聖地が多く、中世から始まった聖地巡礼が今

も続いています。

巡礼道として最初に世界遺産に登録された

のは、映画『星の旅人たち』でも知られる、

サン・ジャン・ピエ・ド・ポーというフラン

スの町からピレネー山脈を越えて、スペイン

の西端サンティアゴ・デ・コンポステーラま

で 約 800km

の道です。

日本ですと、

東京～広島

県尾道市ぐ

らいの距離。

バックパックを背負って 35 ～ 40 日かけて歩

く旅です。実際に歩いた日本人は多く、旅行

記が何冊も出版されています。

サンティアゴ巡礼道と熊野古道は 1998年に

姉妹道となり、2014 年にはサンティアゴ・

デ・コンポステーラ市と和歌山県田辺市は観

光交流協定を結び、翌年から「共通巡礼」を

スタートさせています。

熊野古道とは、

熊野三山(熊野本宮

大社、熊野速玉大
はやたま

社、熊野那智大社)

へ通じる参詣道の

総称で、山岳修行

の霊場でもあります。

平安時代、熊野詣は皇族や貴族など一部の

人のものでした。浄土信仰が広がると、中世

以降は庶民も長く険しい道に列をなすように

なり、蟻の熊野詣と呼ばれたのです。

生涯に 34回も熊野へ詣でた後白河法皇は、

道の厳しさを「
か

ち

た

」（『 梁 塵秘 抄 』）と詠んでいます。
りようじん ひ しよう

巡礼途中に息絶えることを覚悟で詣でた人、

己が罪を滅し阿弥陀如来の本願によって救わ

れることを念じた人、その心に触れるには、

自分も巡礼道を歩くのが一番と思うようにな

りました。

紀伊田辺駅から中辺路を通る道が最も整備
なか へ ち

されて気軽に行けるようですが、私が歩きた

いのは高野山と熊野本宮大社の２つの聖地を

結ぶ小辺路。山を２つ越える 70km の道で３
こ へ ち

～４日かかるかな。意欲のある人たちによっ

て整備が進められるようです。歴史や伝統に

触れながら、日本人と外国人が共に歩き、交

流できる道になると思います。 迷走坊
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